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は じ め に

黄色 ブ ドウ球 菌 (S t a p y l o c o c c u s a u r e u s) は ,

鼻粘膜 に常在する細菌 で ある . 抗菌剤 を多用する

病 院内で は ,
メ チ シ リ ン

･ セ フ ェ ム耐性菌 ( m e t h-

i cilli n _ r e si s t a n t S . a u r e u s , M R S A ) と して 分 離

され る こ とが多い . M R S A は, 緑膿菌 と と もに分

離頃度の 高 い 院内感染の 原因菌で , 院内で 深刻 な

感染施行を引き起 こす こ とが ある
1)

. M R S A 感染

症と して は , 新生児集中治療室( N IC U ) の 新生児

が感染 ･ 発症する新し い 疾患 ,
新生 児 T S S 様発疹

症 ( n e o n a t al t o xi c- sh o c k s y n d r o m e-lik e e x a m
-

th e m a t o u s di s e a s e , N T E D) が近年注目され つ つ

ある2) .

一 方
,
黄色ブ ドウ球菌 は毒素型食中毒 の 主要な

病原体で あ っ て, 院外で は食中毒と の 関連 で 注目

され る こ とが多い . 平成12 年にも 1 万 人以 上 の 感

染者をだ した雪印乳業食中毒事例が発生 して
い る ･

本研究で は, 新潟大学医学部附属病 院の 患者 か

ら分離され た M R S A と食中毒事 例で 分離さ れ た

黄色 ブ ドウ球菌に つ い て, 電子顕微鏡を用 い て 形

態観察するとと もに, P C R によ っ て 毒素遺伝子の

分布を解析 した .

㌔
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図 1 M R S A の 電子顕微鏡観察

上側 : 走査電子顕微鏡像 ( 矢印は分裂過程の細菌を示す)

下側 ‥ 透過型電子顕微鏡像 ( 隔壁合成が a か ら f - と 起きて い る)
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方 法

使用した M R S A は , 平成13 年 に新潟大学付属

病院 で N T E D 患者か ら分離され た N E 6 株と , 新

潟県下で平成12 年に食中毒事例か ら分離さ れた黄

色 ブ ドウ球菌 N T l 株で あ っ た . 細 菌の 形態 は , 血

液寒天培地で培養後, 集落をグル タ
ー ル ア ル デ ヒ

ドで 固定 し, 走査型電子顕微鏡と透過型電子顕微

鏡 によ っ て 観察 した . 薬剤 の 最少発育 阻止濃 度
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図 2 P C R に よ る毒素遺伝子診断

使用した プライ マ ー

: 1 a n e s l & 6
,

T S S T - 1 ; 1 a n e s 2 & 7 , S E A ; l a n e s

3 & 8
,
S E B ; 1 a n e s 4 & 9 , S E C ; l a n

e s 5 & 1 0
,
S E D . M : 分 子量 マ

ー カ ー

( ≠Ⅹ1 7 4 H a e III 切断断片)

M R S A

( M IC) は M u ell e ト H i n t o n 寒天培地を用 い た 寒天

平板希釈 法に よ っ て 測定した
3)

. s t a p h yl o c o c c al

e n t e r o t o xi n ( S E ) A , S E B , S E C , S E D , t o xi c

s h o c k s y n d r o m e t o xi n ( T S S T) 1 ( 別名 S E F) を

コ
ー

ドする各毒素遺伝子は P C R によ っ て 解析 し

た
4 )

.

結 果

M R S A の 電子顕微鏡解析像を図 1 に示 した . 輿

型的な厚 い 細胞壁と 隔壁形成が観察され た .

P C R 診断の結果, M R S A ( N E 6 株) は T S S T -1

遺伝子と S E C 遺伝子をも っ て い た ( 図 2 ) .

一 方,

食中毒由来の 黄色 ブ ドウ球菌 ( N T l 株) は S E A

遺伝子の み が陽性 で あ っ た ( 図 2 ) . セ フ ァ ゾリ ン

の M IC ( 〃 g / m l) は , M R S A ( N E 6 株) の場合 に

は > 256 で , 食中毒由来の 黄色 ブ ドウ球菌 ( N T l

樵) は0 .5 であ っ た .

院内で分離さ れた草色 ブ ドウ球菌は , メ チ シリ

ン ･ セ フ ェ ム 耐性遺伝子( m e c A ) をもち, か つ 毒

素遺伝子で ある T S S T - 1 遺伝子 と S E C 遺伝 子を

食中毒 S . a u r e u s

図 3 院内で分離 した M R S A と食中毒由来黄色ブ ドウ球菌 へ の毒素遺伝子の 分布様式
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も っ て い た ( 図3 ) . T SS T - 1 は シ ョ ッ ク に関連す

る 強毒性 遺伝 子 で あ る . 新生 児 の M R S A 疾患

N T E D は, こ の T SS T - 1 によ っ て惹起 され る こ と

が報告さ れ て い る . S E C は N T E D に関係 しな い

と い わ れる .

一

方, 食中毒由来の 黄色 ブ ドウ球菌 の場合 には,

m e c 遺伝子がなくて メ チ シ リ ン ･ セ フ ェ ム感受性

で
,
T S S T - 1 遺伝子と S E C 遺伝子も存在 しなか っ

た . 代 わりに, 食中毒 に強く関連する S E A 遺伝子

をも っ て い た . 雪印乳業食中毒事例株も , T SS T - 1

と S E C が陰性で , S E A が 陽性である .

院外に分布する食中毒 菌が M R S A に変化す る

には , S E A を失 い , T S S T - 1 と S E C の 2 つ の 遺伝

子を獲得し, さ らに m e c 遺伝子を獲得 する , 少 な

くと も3 段階の 遺伝変化が必要 になる . おそらく,

M R S A と食中毒関連黄色 ブ ドウ球菌は, 相互 に容

易に変換する もの で は なく,
遺伝学的 に分岐 した

2 つ の 群で あると結論 され る .

なお
,
黄色 ブ ドウ球菌 によ る 食中毒は , 平成12

年の雪印乳業食中毒事例の よう に 1 つ の 事例で多

数の 感染者をだす こと があるが, 近年
一 般的 に は

検 出頻度が著しく減少 して い る .
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